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筑波大学附属坂戸高等学校のユネスコスクール実践史
~総合学科で育成するグローバル人材像~
地理歴史科今野良祐
筑波大学15付属奴戸高等学校は、「総合学科の特色を生かした多角的アプローチによる ESD実践Jをテーマ
に2011年 2月にユネスコスクーノレに加盟した。ユネスコスクーノレの柱としての ESDのうち、特に国際教育
に注力しながら総合学科ならではの ESD・国際教育の実践に取り組んできた。 2014年度より文部科学省スー
ノミーグローパノレハイスクール (SG刊に指定され、さらにESD・国際教育が充実する契機となった。本校の
これまでの ESD・国際教育をふりかえりつつ、総合学科ならではのグローバル人材像について考察する。
キーワード ユネスコスクーノレ ESD 総合学科 グ臼ーバル人材筑波大学附属坂戸高等学校
1. はじめに
コーネスコスクーノレは、ユネスコ憲章に示された理会を
実現する'判交として 1953年に発足した。現在では世界各
国にそのネットワークは展開し、世界181か国約10，0∞
校の朝交と協力・交流して地封槻模の諸問騨j軟に向け
ての取り組みがなされている。取り組みの大きな柱とし
て①地球規模のI~部誼に対する国連システムの瑚卒、②人
権、民主主義の理解と促進、③異文化繊卒、④環境教育
が掲げられている口そして、 2005年から始まった ESD
(Educぬonfor Sustainable Development)の描韮拠長とし
ても位置付けられている。国内のユネスコスクーノレは
2008年 1月にわずか24校で、あったが、向山でユネスコ
スクー ノレtlt界大会が行われる2014年10月には807校ま
で加盟校が増加している。
5:}i]支大判3付属坂戸高等学校(以下、材交と記す)は2011
年2月にユネスコスクーノレに加盟し、総合学斜高校の特
色を生かした ESD実践に取り動νできた。 ESDの諸側
面の中でも特に国際教育に注力し、国内外のネットワー
クを生かした多彩な活動を展開してきた。そして 2014
年からは文部科学省スー ノミー グロー ノくノレハイスクー ノレ
(以下、 SGHと記す)に指定され、 ESD'国際教育をよ
り一層充実させる契機となったこうしたこれまでの取
り組みは函連DESD最終年の2014年1月に岡山大学で
開催されたユネスコスクーノレ世界大会の場で、第 5回
ESD大賞高等学校糞受賞として結実した。
本稿では、ユネスコスクールカE盟の経緯とこれまでの
おD実践の取り組みを総括するとともに、これまでの実
践の訴棄から導出された総合特ヰ高校で、育成するグロー
バノレ人材像について考察を行う。
2. ユネスコスクー ル加盟の経緯
5:A城大学の附属朝交の3つの拠点構想、洗導的教育拠
点、税市教育拠京、国際教育拠点)のうち、各附属朝交
で国際教育を組主齢句に描隼してし1くため、 2008年に同局
内に国際教育推進委員会が設置され、各学校からの委員
によって組織されている。また、同名の校内絶織(校内
名称はCIS:Commi仕切ofIntemationaISれldies)を窓設し、
校内の国際教育の計画策定・運用を行っている (CISの
活動詳細は別稿を参照のこと)。同時期に校内では、学習
指導要領改訂に伴う教育課程の改訂を検討し始めていた。
この改訂に合わせて、国際教育をさらに充実させるため
に朝交設定物ヰ「国際科jの設置、高校生国際会議の実
施、海タ付汐ト学習の複数箇所分散型への変更、そしてユ
ネスコスクールへの加盟などCISを中心に新たな取り組
みを検討するようになった。ユネスコスクーノレ力日盟のメ
リット・目的としては、次の3点が挙げられる。
①国内外の学校との交流ネットワークの充実
国際教育を格隼するうえで、海外の学校とのネット
ワークは欠かせないものである。本校ではこの純京で
すでにインドネシア、タイ、台湾などの朝交との由際
交流を行っていたが、調獄殻句かつ持続可能な社会づく
りといった目的を共有する国際交流を実現するために、
ユネスコスクーノレといった世界規模のネットワークに
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参加することは有益であると考え1~ 加盟前当時はユ
ネスコスクールへの加盟について、「同じ íl~JI捺J とし\
うキーワードのもとで、各校の特色や各地の地域性を
生かした連携が可能となるという点で、本校の教育活
動創出こ還元で、きるチャンスであると捉えているJと
期待を述べている(工藤ほか、 2010)。世界的に高校段
階の教育課程は、専1"1課程で編成されることが多く、
ユネスコスクールによる国際ネットワークが丹羽戎され
ることで、専門分野を学んでいる高校生同士による学
び合いの実現を期待した。昨年度よりユネスコスクー
ルホームページ上品に国内外の学校とのマッチンク。サイ
トが構築されてしもが、海外の朝交の謝剥漣まず、
マッチンクずがなかなか難しいようである。
② ESDの推進による総合学科教育の活性化
ユネスコスクールの活動の柱のーっとして、 ESDが
掲げられている。これは、 ESDの世界的な描生組織
(Lead Agency)に教育を司る国連機関であるユネスコ
が指定されたことによる。これだけでなく、ユネスコ
憲章に示された教育J理念の板本は平和な社会の構築で
あるが、広義の平和な相会とは糊涜可能性が{准保され
た社会のことであり、つまりはESDが目干旨すところで
あるといえる。 ESDは、ド話涜可能な社会づくりの担い
手育成が主眼であるためその内容は社会課題台投に多
岐にわたり、開発問題や国際理解だけに留まらない。
オ司交の専門教育分野に即して考えれば、循環主主襲業、
環境保全や環j競Ij造、ものづくり、情報欄守、生活デ、
ザイン、福祉、異文化問コミュニケーション、自文化・
異文化瑚韓、社会経済理解などの総合学科の教育活動
すべてがESDにあてはまる。もちろん、内容面だけで
なく、思考力、判断力、コミコ4ニケーション有色力など
のスキル函や多様性、公平性、協調性などの価値観な
どの育成も、長年キャリア教育で実践してきた総合学
科高校としてはし¥ずれも得意分野である。これがESD
;コ総合学科との親和性が高し、とされる由縁である。
③ユネスコ活動や ESDIこ関わる't青報、または教材
などの}静肋f提供されること
ユネスコスクーノレまたはESDに関する情報は、朝交
への郵送物のほか、ユネスコスクーノレホームページ上
や校内担当者向けのメーリングリストによって提供さ
れる。たとえば、日本ユネスコ協会連盟主催の「教員
研市多会Jや IESDI~際交流プログラム」、フルブライ
トジャパン(日米教育委員会)主催の iESD日米教員
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交流プロク、、ラムJおよび I1ヨ米青年交流フ。口グラムj、
大阪 A伊netが中心となって運営された「日韓中高校
生ESDフォーラムjへのスタッフ参加]など教員・生徒
向けの多種多様なイベントの案内があった。また世
界泣き宝を教材とした「守ろう!jisJ求のたからものJの
提供、ユニク口「月I~のチカラ・プロジェクトJ やアジ
ア6カ国でお米について学びあう IESDRice PI・'OjectJ
への日本代表校としての参加の募集などの連J期是案や
刻、才の{加共があったD 提供された情報については、校
内で生!ミ有し、いくつかのものについては材交も利用さ
せていただくなどした。
2009年度途中カも、新教育課程で開設する制労改定教
科「国際科jの科目開発、さらに国際教育を充実させる
契機としてのユネスコスクーノレ加盟なと"0)検討に入ったO
ユネスコスクールのとりまとめ係は CISの一つの役割
として位置付けられることになった 2010年2月には関
西方面と横浜方面の総合学科高校、ユネスコスクールお
よび、国際教育で~賓のある高校の視察を行って、際教
育の刻印形態やユネスコスクーノレ)1閣のメリットなどの
情報を提供していただいた。その後、視察校の状況射交
内で、の新教青課程の展開などを勘案したうえでCISで申
請書の素案を作司戎し、 9~語科教員のサポートのもと申請
書の英謂坂を作寺戎し、 2010年8月71ヨに1=本ユネスコi車
内委員会事務局へ申請書を提出し1~ ちょうど半年後の
2011年2月8日にパリのユネスコ本部から正式に)JI.¥'61認
定が下され、オ司交は1青れてユネスコスクーノレの一員とな
ったq 申請と!司1寺に体制づくりを進めていたものの、加
盟決定後の2か月弱で魚、ヒ。ッチで、完Ij包体制を整えた。
3. 本校のこれまでのESD実践の総括
オ司交のユネスコスクールで、は、全体の実践テーマを「総
合学科の特色を生かした多角的アフ。ローチによる ESD
実践jとして、以下の3点を重点課題とした。
-総合学科特有の多様な教科目から、:f，!I"*完可能な社会
づくりに向けてアフ。ローチする
.ESDの視点から耕三国の実践、さらに耕糊連撲や
合科F-I¥Jな学習を抱隼する
-国内外の高校生と研究交流の機会を持ち、国際感覚
を持ちながら学習を展開する
また、教育課程の改訂に伴って、学佼の教育目標およ
び科呂群(系列)の目標に、「持帯f司有告な社会の創造」ま
たは類似する文言を入れて、全校を挙げてのESD実践を
行うこととされた。
〔教育問票) (平成23年度入学生より)
普通教育及び専門教育を総合的に施すことによっ
て、社会の変化に対応しながら生涯を通じて主体的に
学ひ精白する資質や能力を身につけさせ、社会の進展や
科学J労71干の進歩に対芯し、持続可能な社会の創造とそ
の発展に貢献できる人間を育成する。
〔選択科目群の名称と目標〕
1 )生物資源.J葉樹ヰ学
人間の生命の源で、あるf設や環境について週拍手を深
めるとともに、士出蜘~f<:J1J'i!.聖子.J由治!帥周年の双方から探
エ附一る活動を通じて、持続可能な地球環境の創造に主
体的に取り組むf弱支を身につけるO
2)工学システム・情報科学
人間の知的な~::1ti活動でLある fものづくり j の材救
や工学・情報技術を総合的かっ科学的に探究する活動
を通じて、担続可能な社会をめざした環境にやさしい
科学技術の発展に主体的に取り組む態度を身につけ
る。
3)生活・人間科学
人間生活の基づ皇室となる衣食住及び福祉・保育などに
関する基礎的・基本13な知識.t郊i守を習得するととも
に、現代社会の課題を~4学的に潤挽卒し、持続可能な社
会をめざしたライフスタイルの実践に主体的に取り
組む飽支を身につける。
4)人文社会・コミュニケーション
社会のあり方やコミコ4ニケーションに関する基礎
的・2歩ド的な矢口識・技術を習得するとともに、社会の
持続可能な発展のために、グ、ローノカレ社会における諸
!?摘の解決に主f納に取り組む態度を身につける。
上記に示すように2011年度(平戒23年度)入学生か
らの科技の教育自襟およひ桝間平(系列から名称変更)
の目標には、それぞれ「断涜可能な社会の創造jまたは
類似する文言が入り、全校を挙げてのESD実践が期持さ
れている。ユネスコスクールの冠の下で、これまで料交
が積み上げてきた各籾ヰ・科目または各科目群(系列)
における持続可能な柏会づくりにつながる教育実践を継
続・発展させることが必要である。加えて、それらを別
個の取り組みとしてバラバラにさせておくのではなく、
「総合判ヰにおける ESDJ として、別個の取り組みが
ESDの名の下に収数していくような場があることが望
まししLこの点について現状では、 3年次で取り組む f卒
業研究(課臨形引が最適な場であると考えられる。教
科・科目の枠を超えて、自ら乱習を見つけ、仮説を立て
て調査や実験を重ね、考察し、最約~l句に論文にまとめ、
その成果をフ。レゼンテーションする。研究の過程はゼミ
形式で行われ、生徒や指導教員とのディスカッ、ンョンを
経て切佐琢磨しながら執筆活動を進めるO そして全校生
徒・教員が刻日するヰ喋研究発表会や料交主催で毎年2
月に実施してしも「総合判~研究大会」で研究の成果を
発表している。こうした場で、は、他の生徒の学びが自分
の学びに刺激を与えることになり、学びあいの場として
重要以姑!jを持っている。
2014年より文部科学省の「スー ノミー ク、、ロー ノカレハイス
クーノレ (SGH)事業」の指定校に認定され、ますます卒
業10î~Eをはじめとする静品題解決型の学びが重立見されるこ
ととなったO オ司交では、 2008年より筑波大学農4村支術セ
ンターと共同で取り組んだ「国際協力イニシアティブ事
業jおよび2010年よりトヨタ財団の助成を受けて取り組
んだ「アジア隣人プログラムJのなかで、インドネシア
の高校と課閥解決型のifM動学習の機会を持つことができ、
これらを安当幾として2011年3月の姉妹校締結への運びと
なった。こうした年齢や分野を超えた学びあいを校内や
j室内だけで留めるのではなく、いずれはユネスコスクー
ル明砂1ト姉妹校などのネットワークを生かして、課捌卒
決型の国際協働学習や国内外の高校生を招鳴しての「高
校生国際ミ会議」を料交主催で効包できればとその術を模
索していた。そこで学内の競争均資金を獲得して予算を
確保し、 2012年より f高校生国際ESDシンポジウムJ
をここ 3年間開催するに至っている。インドネシア、タ
イ、フィリピン、そして台湾の姉妹校や交流手話衰のある
高校からを生徒・教員を招へいして実施している。シン
ポジウムのテーマは2012年は「環境問/也、2013年は「持
続可能な社会づくりのために高校生ができることj、2014
年は「アジアの食と環;昆とし丸また、筑波大学農林
t矧子センター主催の「国際農学ESDシンポジウムJの時
期に合わせて開催し、参加の高校生が国内外の研究者に
対してプレゼンできる場としている。また、 j紗トから招
へし 1するだけではなく、相互訪問が可能なようにという
ことで2013年より「分散型海外校外学習(修学旅行)J 
の劫包となり、姉妹校のあるインドネシア、台湾など 3
か所に分かれて、現地の高校へ訪問し、交流とともに課
蹴卒決型の協働学習を行うことを盛り込んだ(今野ほか、
2014)。
SGHの指定を受けた2014年からは新たな取り組みと
して、 3週間インドネシアに滞荘して課題解決型の協働j
学習を行う「国際フィールドワークjや生徒国際委員会
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の刑訴哉化なども行われ7こやまた、アジアにおけるESDの
フラッグシッブ。フOロジェクトとしてお米を素材とした国
際協働学習の IESDRice ProjectJへの日本代表校として
の参加も決まり、総合学科の特色を生かして多様な教
科・科呂からの多角的なアプローチによるESD実践がで
きた。 以上のような、これまでのESD実践に関わる取り
組みをまとめたのが巻末の資料]である。また、第 l表
に示すように基本的には、 2011年のユネスコスクール力日
盟前から取り組んでいたESD的実践をESD実践として
昇華させて紺読売しているものが多いが、ユネスコスクー
ル加盟や SGHなどの指定をいただいたことによって、
ESDに関する情報提供やSGHによる活動予算の充実な
どが、さらなるESD実践の発展に寄与していることがわ
かる。
第l表 ユネスコスクーノレ'JmWI_前後のESD・国際教育
主な取り組み(級粋) -20昨 2側 I2∞9 : 2010 I 2011 2012 I 2013以
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先述した本校での ESD実践の4指数は、初:ヰ・科自・
分聖子樹新型であること、乱部!紙型であること、国際協
働型であること、生徒参加型であることが挙げられ、総
合学科の特色を生かしての実践であることがわかる。[総
合学科について(第四次報告)Jにおいて総合判ヰの教育
の特色について、「生徒の個性を生かした主{柄拘な選択や
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実践l均・{本!験的な学習を重視し、多様な能力・適正等に
対応した柔軟な教育を行うことを可能にする必要があるJ
としており、見学、実習、調査研究、発表、対話、討論、
聴誌などの学習方社共ニサ1ilJ}IJ学習、ク》ーフ。学習など多様
で弾力的な授業形態が例示されている。 ESD 国内
実施計画 (206)では、 ESDの学び方・教え方について、
「参加保験型の学習方拡沖合意1ラ成の手法」や「仕事や
活動の現場で、必要な知識や技能を習得させるオンザジ
ョブ・トレー ニンク、、 (on-the-jobtraining)により、具何河内
な実践を通じて学ぶとし 1う方法jを推奨している。総合
学科と E8Dは、教育の内容・領域、方法・学び方、青
みたい力・価値観など共通する事コ妄が多い(今野、2014)。
その意味では、総合学科の教育実践を行うことが、それ
OlJちE8D実践と言うこともできる。さらに8GBの指
定を受けて、従来の ESD'I~1際教育実践にグローノミjレ人
材の育成というベクトルが加わり、総合学科ならではの
ク、、ロー ノヤレ人材育成に向けた新たな}始動がいま始まった
ところである。
4. 総合学科で、育成するグ、口-1¥ル人材像の考察
昨今、声高にIJ_qばれているクマロー ノくノレ人材の育成は、
新しし慨念ではなく類似する概合、はこれまでに登場して
いた。すなわち 1冨際人Jという祖先合、であり、 1990年代
のバフ、、ル崩壊後の失われた 10 年と称されるf~幾IYJ状況
と加速する日本国内のl草創ヒを受けて登場したものであ
った 01泰-山、 2012)。そjもから201=1三縫った2010年代にな
ると、グローパリゼーションや高度情報化社会と1乎ばれ
る現象が世界を覆いつくし、ヒト・モノ・カネがボーダ
レスに動き回る社会となったD また、中国の経済大国化
やASEAN諸国の成長などによって、かつて日本が築い
たアジアの雄のj樹立が揺らいでし1る。こうした国内外の
環境のH寺代的変化を受けて、国際的に活躍できる人材と
してのクマローノくル人材に注臣が集まることとなった。産
学連携によるグローパノレ人材育成地韮会議 (201)は、
夕、、口一ノカレ人材4の定義を「世界的な競争と共生が進む現
代社会において、日本人としてのアイデンティティを持
ちながら、広い視野に立って培われる教養と専!叶性、異
なる言語、文化、価値を乗り越えて関係、を構築するため
のコミュニケーション能力と協調性、新しし、価値を創造
する能力、次世代まで、も視野に入れた社会貢献の意識な
どを持った人」とした。翌年、ク。ローノカレ人材育成推進4
会議 (2012)は、グローバル人材の要素として、要素1: 
語学力、コミュニケーション吉巨力、要素II:主体性・積
悔性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責イ自惑・使命
感、要素直:異文化に対する理解と日本人としてのアイ
デンティティ、などの3つの要素を掲げた。また同年、
文音闘病苦主催の産J学協働人;材育成円卓会議。012)で
は、①グ、ロー パルな世界を舞台に活躍で、きるタフネス、
②多様な民族、宗教、価値観、文化に対する部解や適応
力、②!ヨ本人としてのアイデンティティをベースとした
グ、ロー ノくノレな感覚・視民④異質な集団の中で、自分の
考えを適切に主張し、他者と協働し、有E7Jを発揮できる
こと、⑤主{柄拘な思考力・行動力、リーダーシップ、⑥
高い語学力・コミュニケーション官巨力、などの6点をグ
ローノヤレ人材に必要な素養としてまとめた。このように
ク守口一ノヤレ人材の定義は様々 な立場から行われている。
しかし、ここで挙げられている資質・能力の多くは、
これまでの教育論議の中ですでにその必要性が指摘され
ているものと重複する。たとえば、生きる力(中教審答
申、 1996)を皮切りに、人間力(内閣府、 2003)、就職基
礎能力(厚生労働省、2∞4)、社会人基礎力。丞済産業省、
2006)、学士力(文官併ヰ学省、 2008)などの資質・能力が
2000年千切り〕頭に各省庁から相次いで提示されている。ま
た、キー・コンピテンシー (OECD、2ω5)、キャリア教
育を通して育成すべき基礎的・抄明11j悦~(国立教育政
策研究所生徒指導・進E役旨導研究センター 、 2011)、21
i!紀型青色力(国立教育政策研究所、 2013)、社会を生き抜
く力(育成すべき資質・者旬〕を踏まえた教育自襟・内容
と3平(匝の在り方に関する検討会、 2014)など学生・生徒
に求められる資質・台乞りiこついては枚挙にいとまがない。
本田 (2∞5)は、これらの資質・台IdJを「ポスト近代型
能力」と定義したうえで、抽象的で、尺度のはっきりしな
い資質・能力でありながら、学校教育や社会生活におい
てそのイ酎直が高まっている風朝に警鐘を鳴らしていた
しかし、この指摘の後も先述のような「新しい会U刀(松
下、 2010)の出現出土まらなしも加速する国際化・グロ
ノーくノレイヒした担会が要請している資質・台匂7は、それま
でに獣賞されてきた fポスト近代型能力」と合致し、2010
年代になってグローノミル人材の定義として整理されたの
である。総合学桝教育やESDにおいては、どちらかと言
えば、これらの「ポスト近代型能力jの育成に力点を置
いてきた1封毒があり、その意味では今後も従来通りグ、ロ
ノーヤレ人材の育成に資する有用な教育システムで、あると
言える。ただ、知識経済を生き抜く「グローバル人材j
を目指すのか、経済成長がもたらす社会誌嘆重や環境開題
などに「自分ごとJとして取り組む「地球市民jを目指
すのかによって、資質・能力やコンピテンシーの中身が
大きく変わってくる(石井、 2015)。総合判ヰの本校の場
合は、先述の「グロー ノミノレ人材Jおよび「地球市民jの
折衷もしくは両面を兼ね備えた人材の育成が可能であり、
そうした点で「総合学制ならで、はのグロー ノく/レ人材の育
成jに向けたプログラムの開発と実践にチャレンジして
きたしも
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{資料1]筑坂ユネスコスクール.ESD実践 これまでの彰L跡(抜粋)
2010年 8月7日 ユネスコスクール)]IJ盟申請書; 日本ユネスコ国内員会 (Natcom)に提出
書類はNatcomを経由して、パリのユネスコ本部へ。
2011 1~三 2)ヲ 8 日 ユネスコスクーノレ加盟認可 パリ本部から加盟認定書が届く。
2011 1:1三3月 141= ボゴーノレ農科大学I射j高コルニタi胃J交と姉妹校提携
2012 1~三 3 月 ESDI~lI際交流ブOログラム(日ユ 1/;1 、 MUFJ 主催)に生徒参加-パリ・ドイツ訪問
2012 '9三3月 ESD 日米青年交流プログラム(フルフ、、ライトジャパン主催)に生徒参加
2012年 6)ヲ 東アジアグリーンスクール不ットワークに関する会議で教員発表
(インドネシア政府、ユネスコジャカル夕、 KOICA(韓国国際開発機構)主催)
2012 1~三 7 月 3年生2名が姉妹校コルニタ高校にI年留学へ
2012年 10月 高校生国際ESDシンポジウム(第 1回)開催(坂戸+つくば)
2012年 11月 国際ユース作文コンテスト(五井平和財団・ユネスコ共催)で
2012年 11月 ユネスコスクーノレ地域交流会 ln関東にて教員発表
2012 i:j三 12月 2年次海外校外学習実施(オーストラリア)
2012 '9三 12)ヲ アジアの高校生のための聞き書きプロジェクト mインドネシアで生徒・教員渡航
2013年 1月 iヨi博中高校生ESDフォーラムに生徒・教員が運営スタッフとして参加l
2013 1~三 3 月 筑波大学学長表彰受賞「海外大学1m交流協定校ネットワー クを活用したブロー バノレ人材育成卒業J
2013年 5)~ 東アジアグリーンスクールネットワークに関する会議 教員発表
2013年8月 国際ソロプチミストアメリカ 第 81~1 日本東リジョン・ユース・フォーラムに生徒UJ場
2013 1~三 9 月 Uniqlo 1)被のチカラ・プロジェクトJ54箱 2000着以上の!取を校内で、回収・発送
2013イ手 10 月 高校生国際ESDシンポジウム@坂戸2013(第2巨l)開催(坂戸+若荷谷)
2013年 11月 国際ユース作文コンテスト(五井平和財団・ユネスコ共催)で生徒入賞
2013年 12月 2年次海外校外学習 分散実施(オーストラリア、台湾、インドネシア)
2013年 12月 ESD Rice Projectワークショップ lnアユタヤ (ACCU主催)に教員参加
2014年 1月 1日 「日本教育来rl苦]Jに本校のESDの取り組み記事が掲載
20141=三4月 文部科学省スーパーグローノくルハイスクール (SGH)指定
2014年7月 2年生1:1=1がNZへ、 3年生2名が姉妹校コルニタ高校・ベノレギーに 1年留学へ
2014年8月 i翠際フィールドワーク(インドネシア)、国際フィーノレドワーク入門(黒姫)実施
2014年8月 「月干IJ高校教育Jに本校のESDの取組みの記事が掲載
2014 '9三8月 広島県高等学校教育研究会総合的な学習の時間部会にてESD講演
2014年8月 ユネスコスクール研修会@伺山にて実践発表、分科会講師
2014年9月 ESD Rice Projectワークショップ lnマラン (ACCU主催)に教員参加
2014年9月 ESD Japanレポート(文部科学省発行)に本校の実践事例が掲載
2014~三 11 月 ユネスコスクール世界大会にて教員分科会発表、ポスター発表
2014年 11月 第5回ESD大震高等学校賞受賞!
2014年 11月 本校の取組みがESD実践事例集掲載! (日本・世界のESD関係者に配布)
20141手11月 高校生国際ESDシンポジウム@坂戸2014開催(坂戸+若荷谷+つくば)
2014 '9三 12月 2年次海外校外学習 分散実施(オーストラリア、台湾、インドネシア)
20日年 1月 「初等教育資料Jに本校のユネスコスクールの記事が掲載
2015年 1月 筑波大学AIMSプログラムの留学生38名が来校して 1年生とディスカッション
2015年2月 「革新的教育PJで生徒2名・大学院生1名・教員]名がタイ渡航
2015年2月 「国際的な視野に立った卒業研究支援PJで生徒2名・教員 1名がドイツ渡航
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2015 '9三2)ヲ 第 l回8GB研究大会開催(第 18回総合学科研究大会と併催)
2015年2月 コノレニタ高校生徒2名、教員 1名、林業省附属高校生徒2名、教員 1名来校。
8GB研究大会で国際フィーノレドワークの成果を本校の生徒と共同発表
2015年2月 8GB第 l年次報告書、 E8DRice Project実践報告書完成、研究大会で配布
2015 :q三2月 教員2名が8GB課題研究視察で、パンクーバーに渡航
2015年2月 JICAエッセイコンテスト学校賞受賞
2015 1~三 3)ヲ 8GBパンクーパ一課題研究で教員2名生徒5名がカナダに渡航
2015 '9三3月 8GB国際フィーノレドワーク「インドネシア・ボゴーノレリーダー会議j
教員2名、生徒2名渡航、インドネシア政府およびユネスコ国内委員会で協議
2015 '9三3月 A8EAN乱題研究で教員2名、生徒2名がラオスに渡航
2015年3月 筑波大学大学院生(インドネシア人留学生)によるインドネシア語講座開講
2015 '9三3月 福島県のBritishHillsにて EnglishCamp実施(1・2年次生希望者)
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